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専 門 分 野 感染症学，再生基礎医学，口腔分子生物学 

研 究 分 野 
１） 口腔保健に視点をおいた健康増進学関連医療機器の開発 
２） 口腔領域における再生医療に関する研究 
３） 口腔の環境が全身の健康におよぼす影響に関する研究 

主 要 論 文 
(3 編まで) 

1) Nishihara, T., and T. Koseki.  2004.  Microbial etiology of periodontitis.     
Periodontol. 2000.  36: 14-26.  (Review)  
2) Nakahara, T., K. Tominaga, T. Koseki, M. Yamamoto, K. Yamato, J. Fukuda, and T. 
Nishihara.  2003.  Growth/differentiation factor-5 induces growth arrest and 
apoptosis in mouse B lineage cells with modulation by Smad.  Cell. Signal.  15:  
181-187.  
3) Sato, T., T. Koseki, K. Yamato, K. Saiki, K. Konishi, M. Yoshikawa, I.  
   Ishikawa, and T. Nishihara.  2002.  p53-independent expression of  
   p21WAF1/CIP1 in plasmacytic cells during G2 cell cycle arrest induced by  
   Actinobacillus actinomycetemcomitans cytolethal distending toxin.  Infect.  
   Immun.  70:  528-534. 

産学官連携実
績 
（主要 5件まで） 

１） 特許「液状物の曳糸性測定装置」 平成１３年４月１８日 出願番号（特 
  願）２００１?１１９４７４  
２） 特許「口腔内設置型生体モニター・治療装置」 平成１４年１１月２２日  
  出願番号（特願）２００２?３３８８８３ 
３） 特許「オゾン水による義歯の殺菌・洗浄法」 平成１５年５月９日  
  出願番号（特願）２００３?１３２３８１ 
４） 国際特許「液状物の曳糸性測定装置および曳糸性測定方法」 平成１５年５月
２６日 出願番号PCT/JP03/06544 国際出願番号PCT/JP03/06545 

５） 特許「曳糸性測定装置」 平成１６年３月２５日 出願番号（特願） 
  ２００４?０８８１３６ 

産学官連携可
能・希望分野 

１） 高齢者の介護医療に関連した口腔保健活動に有効な医療器具の開発 
２） 全身の健康と口腔環境との関連を指標化する検査機器の開発 
３） 歯科領域の再生医療に有効な生理活性物質の探索と医療への応用 

産学官連携に
利用可能な計
測機器等 

細胞分子生物学および感染症研究に用いられる機器全般 
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